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平成 27年 12月期通期業績と平成 26年 12月期通期業績の差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27年 12月期通期業績（以下「当期実績」といいます。）と平成 26年 12月期

通期業績（以下「前期実績」といいます。）において差異が生じましたので、下記のとおりお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．当期実績と前期実績との差異（連結） 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 百万円 

3,818 

百万円 

318 

百万円 

316 

百万円 

154 

円  銭 

11.02 

当期実績（B） 3,913 △445 △471 △1,658 △114.30 

増減額（B－A） 95 △763 △787 △1,812 △125.32 

増減率（％）  2.5 ― ― ― ― 

 

2．当期実績と前期実績との差異（個別） 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 百万円 

3,719 

百万円 

398 

百万円 

373 

百万円 

285 

円  銭 

20.35 

当期実績（B） 3,903 △313 △320 △1,889 △130.25 

増減額（B－A） 184 △711 △693 △2,174 △150.60 

増減率（％） 4.9 ― ― ― ― 
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3．差異の理由 

 当期実績（連結及び個別）におきましては、売上高が微増となったものの、広告宣伝費、人件

費及び採用費の増加、また、料率の高いプラットフォームでの売上増加による回収代行手数料の

増加等により、営業損失及び経常損失となり、前期実績を大きく下回る結果となりました。また、

本日開示の「特別損失の計上に関するお知らせ」に記載のとおり、固定資産除却損、減損損失及

び事業撤退損等を特別損失として計上したことから、当期純損失が拡大いたしました。 

 

 

以上 


